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 第２章では、日本国内 8 都市（札幌、仙台、さいたま、名古屋、大阪、広島、福岡、
熊本）において、粒子径が 2.5μ m 以下の微小粒子(PM2.5)が急病発生に及ぼす影響に
ついて、2007～2011 年の救急搬送の情報を用いた解析結果を報告した。解析には日々
の PM2.5 濃度情報と、疾患別（心疾患、脳血管疾患、呼吸器疾患、精神神経疾患）日救





～7 日前 (lag1～ lag7)までの濃度も統計モデルに含め、それぞれの係数を推定した。第
2 段階では、得られた都市別 PM2.5 の係数をメタ解析により統合した。対象期間中の 8
都市における全救急搬送数は 1,114,515 件で、都市別の日々の救急搬送数は 43～305
件/日であった。同期間の PM2.5 濃度は 11.3～20.8μ g/m3 であった。統合結果では、
PM2.5 が 10µg/m3 上昇することにより、当日の全急病による救急搬送数は 1.24 (95% 
Confidence interval, 以下 CI: 0.92, 1.56)% 増加した。一方、翌日 (lag1)の救急搬
送数は 0.47 (95% CI: 0.80, 0.14)％減少し、harvesting が観察された。また、救急
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たことを受けて、ラグの構造をさらに詳細に検討するために、対象地域を 2012～5 年
の日本の 46 都市に広げた解析を行った。曝露指標として、 1 時間値が公表されている
浮遊粒子状物質(SPM)と急病による救急搬送との関連について検討した。統計解析は第
2 章と同じく第 1 段階で都市別解析を行い、第 2 段階でメタ解析を用いて都市別の結
果を統合した。第 2 章と異なり、曝露指標、健康アウトカム指標として、日々の値では
なく、1 時間値を用い、時間別ラグの検討を行った。統計モデルで用いる交絡因子とし
て、第 2 章で用いたモデルに時間（カテゴリー変数）も含めた。SPM 濃度の日内変動は
ほとんど見られなかったが、時間別救急搬送数は、深夜から早朝にかけて少なく、朝 9
時ごろにピークになるという明らかな日内変動を示した。 SPM の 1 時間値が 10μg/m3
増加することにより、救急搬送数の時間は、 lag 0(時間)で 0.46 % (95% CI: 0.27, 










曝露強度として PM10 濃度のレベル (50, 75, 100μ g/m3)に対応してレベル 1, 2, 3 と
した。各レベルが持続する日数に応じて、持続期間 1, 2, 3 とし、さらにラグも考慮
した 3 次元の情報をもつ曝露を解析に用い、健康アウトカムとして、5 歳未満の小児の
死亡を用いた。解析はケースクロスオーバーデザインを用い、条件付きロジスティッ
クモデルを適用し、ヘイズのない日に対する各レベル・持続期間・ラグのオッズ比を推
定した。交絡因子として、気温と相対湿度を用いた。研究期間中 (2014 年 )、5 歳未満死
亡は 3,487 人であった。 PM10 濃度の時系列では、 3 月にほとんどの州でマレーシアの

















































 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
